
１　収益的収入及び支出（主なもの）(金額は計画期間4年間の合計【税抜】)

２　資本的収入及び支出、補てん財源（主なもの）(金額は計画期間4年間の合計【税込】)

３　料金算定　（R4～7の水道料金で、料金原価をまかなうことができるか【税抜】）

４　将来的な課題

＜水道事業＞地方公営企業法を適用する公営企業。公営企業管理者のもと、独立採算で運営。供用開

始S4、法適用S29。普及率は99.9％。導送配水管延長は2,588ｋｍ（R2末、なお北海道宗谷岬から那覇市

間が直線で約2,500ｋｍ）。施設数は126（中核市/57市中9番目に多い）。施設数は多いが、少ない職員

数で事業運営している（中核市中12番目に少ない）。供給単価は他中核市と比較しても安価で提供でき

ている(中核市中5番目に安い)。最終料金改定はH11（なお、逓減制をH18に導入）。

水道事業 令和４～７年度財政計画

水道料金 228億円

水道料金が収入の約8割を占める。

R4年度に17％改定、R7年度に4％改定

加入金 7億円

給水装置の新設工事及び改造工事の申込者から徴

収するもの。

受水費 69億円

（受水単価：県一：50円/ 、県二：100円/ ）

委託料 23億円

修繕費 14億円

H30～R3の4年間の純利益 5億円

企業債 61億円

今後の事業費増に伴い、発行額が増加

国庫補助金 2億円

料金改定を行うことで、耐震管整備費で補助を取

り込むことが可能。

「老朽化した施設管路の更新」

施設の適切な更新を行うことで、安定した水道水

の供給や災害対策を行う。

耐震管整備費 11億円

災害の拠点となる重要給水施設への給水経路を

耐震化し災害に強い管路整備を行う。

施設等更新費 39億円

老朽施設の更新やそれにともなう施設統廃合や

水系見直し等を行う。収支不足は、補てん財源

（前年度黒字額や内部留保資金など）で充当する。

水道料金 228億円

R4～7の4年間は、老朽化が進む管路の耐震化や浄水施設等の更新事業に着手し、

R7年度末には、災害用準備資金として繰越財源8億円を確保できる見通し。

料金原価 221億円

管路や浄水施設等で更新時期を迎えるものが、将来的に増加するため、計画的に更新を行うととも

に、耐震化を進めることで持続可能かつ災害に強い水道を作る必要がある。

また、経営状況についても、定期的な見直しを行い、適正かつ健全な経営を引き続き行う。

R4～7の4年間は、水道料金が料金原価（水道料金でまかなうべき原価）を上回り、健

全な経営が可能となる状況である。

収入272億円 支出246億円

R4～7の4年間の純利益26億円

R4～7の4年間は、料金改定を実施することで、赤字を回避し安定的な経営を継続。
まとめ

収入76億円 支出181億円

収支不足105億円

まとめ

まとめ
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水道事業会計の主な事業（Ｒ４～Ｒ７財政計画）

①重要給水施設管路耐震化事業（１１億２，６１０万円）

地域防災計画等を参考に、災害時に特に重要と考えられる

施設（災害拠点病院４箇所、災害対策本部など９箇所）を重

要給水施設と位置づけ、災害時でも給水できるように供給ル

ートの耐震化を図ります。

下記１３施設の耐震化工事を引き続き行い、Ｒ７年度中に

事業が完了する見込みとなります。

※事業費

（Ｒ４：３２９，６００千円 Ｒ５：３５８，７００千円

Ｒ６：２３８，３００千円 Ｒ７：１９９，５００千円）

③配水管等改良事業（３７億３２０万円）

②鉛製給水管残存地区布設替事業（２４億６，７０９万円）

鉛製給水管の解消対策については、配水管布設替工事や漏水修繕工事に併せて順次給水管の取替えを進めて

いますが、Ｒ１年度から鉛製給水管が多く残存する地区を対象として重点的に布設替を実施しており、Ｒ７年度に事業

が完了する見込みとなります。

※事業費（Ｒ４：５２９，９９８千円 Ｒ５：５６４，３０６千円 Ｒ６：６７３，９３６千円 Ｒ７：６９８，８５８千円）

配水管整備計画に基づく管網整備、都市計画事業や下水道事業など他の事業に関連した配水管の布設替工事、

市民の方々からの要望による配水管の新設や水圧増強工事などを実施します。

※事業費（Ｒ４：１，１６５，９９７千円 Ｒ５：１，０５０，７６６千円 Ｒ６：８１０，８２５千円 Ｒ７：６７５，６１８千円）

④施設更新事業（３９億１，６３７万円）

市内３４箇所の浄水場、８箇所の受水場など多数の水道施設が更新時期を迎えるため、費用の平準化に努めつつ

計画的な更新事業を進めます。また更新の際には施設の統廃合、ダウンサイジングなどの手法も取り入れ、さらなる施

設運営の効率化を目指します。

主なもの

【敷島浄水場】

Ｒ２：新配水塔完成 Ｒ４～：配水池工事

Ｒ７～：電気ポンプ室工事 Ｒ１０～：供用開始

【荻窪受水場】

Ｒ３～：施設整備工事 Ｒ６：管路工事

【中之沢浄水場】

Ｒ３～：詳細設計 Ｒ５～：施設整備工事

※事業費（Ｒ４：６１６，８５５千円 Ｒ５：１，３４１，３３２千円 Ｒ６：１，１４１，６７５千円 Ｒ７：８１６，５１０千円）

①～③の事業により、管路更新率を０．６％に引き上げます。（現行：約０．４％）

老朽化した施設を計画的に更新することで、災害に強い水道を構築します。
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Ｒ２年度完成

旧配水塔

敷島浄水場

重要給水施設一覧

No 施設名
前橋市地域防災計画

等位置付け
完了予定

年度

1 群馬県庁 群馬県災害対策本部 R3

2 前橋市役所 前橋市災害対策本部 R4

3 前橋市消防局中央消防署 消防警戒本部 R7

4 前橋市水道局 水道局災害対策本部 R2 完了

5 前橋市役所大胡支所 現地災害対策本部 R3

6 前橋市役所宮城支所 現地災害対策本部 R6

7 前橋市役所粕川支所 現地災害対策本部 R7

8 前橋市役所富士見支所 現地災害対策本部 R6

9 ヤマダグリーンドーム前橋 防災物流拠点 R3

10 前橋赤十字病院 基幹災害拠点病院 R7

11 群馬大学医学部附属病院 地域災害拠点病院 R1 完了

12 群馬県済生会前橋病院 地域災害拠点病院 R7

13 群馬中央病院 地域災害拠点病院 R6


